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 氏 名 大村 泉 
  OMURA IZUMI 
 生年月日 1948年 10月 21日 
 本 籍 地 和歌山県 
 職 名 教授 




 出 身 大 学 1973年 9月 東北大学文学部文学科（独文）卒業 
 出身大学院 1976年 3月 東北大学大学院経済学研究科経済学専攻修士課程 
修了 
  1980年 3月 東北大学大学院経済学研究科経済学専攻博士課程 
   単位得退学 
 学 位 1998年 11月 経済学博士（東北大学） 
 職 歴 1980年 4月 北海学園大学経済学部・講師 
  1981年 4月 同大学・助教授 
  1986年 3月 同大学依願退職 
  1986年 4月 東北大学経済学部助教授 
 
  1990年 1月 東北大学経済学教授 
  1999年 4月 東北大学大学院経済学研究科教授（配置換） 
  2003年 4月～2005年 3月 東北大学評議員 
  2004年 4月～2005年 3月 東北大学大学院経済学研究科副研究科長 
  2004年 4月～2005年 3月 東北大学経済学部副学部長 
  1988年 4月～1989年 3月 非常勤講師 宮城教育大学 
  1992年 4月～1992年 9月 非常勤講師 鹿児島大学 
  1993年 3月～1994年 4月 国際交流基金海外派遣研究員（オランダ・王
立社会史国際研究所） 
  1997年 8月～1997年 9月 日本学術振興会特定国派遣研究員（ベルリン
=ブランデンブルク科学アカデミー） 
  1999年 4月～2001年 1月 国際交流基金海外派遣研究員（オランダ・王
立社会史国際研究所） 
  2002年 9月 文部科学省・海外派遣研究（中国） 
  2002年 4月～2002年 9月 非常勤講師 福島大学 
  2003年 4月～2003年 9月 非常勤講師 福島大学 
  2004年 4月～2005年 3月 非常勤講師 宮城教育大学 
 
◆研究活動に関する情報 
 専門分野 経済学 
 研究課題 マルクスの経済学説の形成 
  マルクス主義の影響・普及史 
  中国の環境問題 
  魯迅研究 
  研究者倫理、研究方法論 
 所属学会 （日本）マルクス・エンゲルス研究者の会 
  経済理論学会 
  東北経済学会 
 学協会における活動 
  2006年～ 国際マルクス /エンゲルス財団（ Internationale 
Marx-Engels-Stiftung, Amsterdam/Beriln)編集委員 
  1987年～ （日本）マルクス・エンゲルス研究者の会・編集主幹 
  2012年～ 中国・清華大学マルクス/エンゲルス文献・研究センター
研究員、同センター学術委員会副会長 





Ｉ  著書・編著 
1. 研究不正と国立大学法人化の影 東北大学再生への提言と前総長の罪,日野秀逸、大村泉、
高橋禮二郎、松井恵編著,社会評論社,2012 年,238 ページ 
2. 東北大総長 おやめください 研究不正と大学の私物化,日野秀逸、大村泉、高橋禮二郎、
松井恵編著,社会評論社,2011 年,206 ページ 
3. わが父カール・マルクス。Karl Marx is my father. Karl Marx ist mein Vater.（3 カ国語並
記版）,大村泉、窪俊一、V. Fomichev, R. Hecker 共著,極東書店,2011 年,207 ページ 
4. 『学説史』から始める経済学 : 剰余価値とは何か,大村泉，宮川彰，大和田寛編,八朔社,2009
年,i～xiv＋258 ページ 
5. Karl Marx Friedrich Engels Gesamtausgabe (MEGA), Zweite Abteilung „Das 
Kapital“ und Vorarbeiten, Band 13: Karl Marx: Das Kapital. Kritik der politischen 
Ökonomie. Zweiter Band. Hamburg 1885, I. Omura, K. Hayasaka, R. Hecker, S. Kubo, A. 
Miyakawa, K. Mori, S. Ohno, R. Roth, S. Shibata, R. Yatuyanagi, Akademie Verlag, 





8. Karl Marx Friedrich Engels Gesamtausgabe (MEGA), Zweite Abteilung „Das 
Kapital“ und Vorarbeiten, Band 12: Karl Marx: Das Kapital. Kritik der politischen 
Ökonomie. Zweites Buch. Redaktionsmanuskript von Friedrich Engels 1884-1885, I. 
Omura, K. Hayasaka, R. Hecker, A. Miyakawa, S. Ohno, S. Shibata, R. Yatuyanagi, 
Akademie Verlag, Berlin, 2005,  Textteil: 484 Seiten, Wissenschaftlicher 
Apparatsteil:846 Seiten 
9. Familie Marx privat,I. Omura, V. Fomichev, R. Hecker S. Kubo,Akademie Verlag, Berlin, 
2005, 400 Seiten 
10. ポートレートで読むマルクス,大村泉，窪俊一、V. Fomichev, R. Hecker,極東書店,2005
年,530 ページ 
11. 魯迅与仙台,魯迅・東北大学留学百年史編集委員会（編集代表:大村泉）,中国百科全書出版
社,2005 年,268 ページ 
12. 魯迅と仙台（増訂第 2 版）,魯迅・東北大学留学百年史編集委員会（編集代表:大村泉）,東北
大学出版会,2005 年,245 ページ 
13. 魯迅と仙台,魯迅・東北大学留学百年史編集委員会（編集代表:大村泉）,東北大学出版会,2004
年,168 ページ 
14. 『ナイスエイジの IT 革命』,大村泉 窪俊一 編著,八朔社,2004 年, 
15. CDM 循環経済 協調発展,大村泉＋席宝山編,中国市場出版社,2000 年,i-viii ページ＋364
ページ 
16. 新 MEGA 第 II 部（『資本論』および準備労作）関連内外研究文献・マルクス/エンゲルス著
作邦訳史集成,大村泉・宮川彰 編著,八朔社,2005 年,i-vi+425 ページ 
17. 新 MEGA と<<資本論>>の成立,大村泉,八朔社,1999 年,i-xiv+437 ページ 
18. 資本論索引,服部文男 大村泉 編著,新日本出版社,1998 年,231 ページ 
19. マルクスの現代的探究,大村泉 宮川彰 編著,八朔社,1997 年,i-v+288 ページ 
20. 現代資本主義と『資本論』(II),八尾信光、市原健志、大村泉、加藤義忠、松田清、田口幸一、
佐中忠司 著,新日本出版社,1992 年,347 ページ 




Ⅱ  研究論文 
1. La investigación sobre Marx en Japón Y la actividad del grupo de trabajo la MEGA en 
Sendai,Izumi Omura,Tras las huellas de un fantasma, siglo veintiuno editores
（MEXICO ARGENTINA）, 2011, pp.93-107 
2. 新MEGA在亜洲編輯的可能性及其課題,大村泉,国外馬克思主義研究,2011年 8月号,2011年, 
pp.33-36 
3. Hätte Engels sich bei der Gestaltung der Kapitel 5-8 des zweiten Bandes des Kapitals 
nicht besser auf Manuskript II statt auf IV stützen sollen?,I. Omura,Beiträge zur 
Marx-Engels-Forschung. Neue Folge 2010, Argument Verlag, Hamburg,  2011, 
pp.243-250 
4. Über die Hintergründe und bisherigen Ergebnisse unserer Mitarbeit an der MEGA., I. 
Omura, Beiträge zur Marx-Engels-Forschung. Neue Folge 2010, Argument Verlag, 
Hamburg, 2011, pp.243-250 
5. Two second MEGA-Volumes (II/12, and II/13) edited in Sendai, Japan, I.Omura, 
Marxisms 21, No.20, 2011, pp.29-50 
6. Die Beduetung der MEGA-Edition des Zweiten Bandes des Kapital. Engels‘ Redaktion 
und Druckfassung (Bände II/12,13), I.Omura, Pankower Vorträge, Heft 135, 2009, 
pp.58-63 
7. 2 つの日本語版『マルクス=エンゲルス全集』の企画(1928 年),大村泉,大原社会問題研究所
雑誌,第 617 号,2010 年, pp.1-24 
8. マルクスは「労賃の最低限」をいかに規定したか,大村泉,研究年報経済学,第 70 巻第３
号,2009 年, pp.103-120 
9. 幸徳秋水/堺利彦訳『共産党宣言』の成立・伝承と中国語訳への影響, 大村 泉, 大原社会問
題研究所雑誌,第 603 号,2009 年, pp.1-13 
10. 日中両国における『共産党宣言』受容史研究の到達点と課題, 大村 泉,日本の科学者,2008
年 12 月号,2008 年, pp.30-35 
11. 『共産党宣言』的伝幡・翻訳史概観,大村 泉,経済学動態,第 568 冊,2008 年, pp.13-17 
12. 日中両国における『共産党宣言』の受容＝影響史概観,大村 泉,マルクス・エンゲルス・マ
ルクス主義研究,第 49 号,2008 年, pp.27-36 
13. 新 MEGA 編集の現状と課題,大村泉,季報唯物論研究,第 102 号,2007 年, pp.7-20 
14. 『ドイツ・イデオロギー』の新 MEGA 試作版（１９７２年）と廣松渉版（１９７４年）の
改稿表記, 渋谷正、大村泉、平子友長,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究,第 4８
号,2007 年, pp.i-vi 
15. ベルリン・MEGA 編集者会議（２００６年１１月２４－２８日）における新 MEGA 版『ド
イツ・イデオロギー』編集に関する日＝独編集者間の合意事項,大村泉、渋谷正、平子友長,
マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究,第 4８号, 2007 年, pp.3-6 
16. 再び廣松渉の『ドイツ・イデオロギー』編集を論ず,渋谷正、大村泉、平子友長,マルクス・
エンゲルス・マルクス主義研究,第 4８号, 2007 年, pp.31-86 
17. 魯迅『藤野先生』について--『藤野先生』(1926 年)は「回想記的散文」(史実)かそれとも作
品(小説)か?,大村 泉,季刊 中国,2006 年秋号,2006 年, pp.19-36 
18. 新メガ版『ドイツ・イデオロギー』の編集と廣松渉版の根本問題（下）,大村泉、渋谷正、
平子友長,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究,第 47 号,2006 年, pp.3-27 
19. 新メガ版『ドイツ・イデオロギー』編集への日本人研究者の参画,大村泉、渋谷正、平子友
長,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究,第 47 号,2006 年, pp.29-33 
20. 新メガ版『ドイツ・イデオロギー』の編集と廣松渉版の根本問題（上）,大村泉、渋谷正、
平子友長,経済,2006 年 10 月号,2006 年, pp.155-172 
21. 仙台 MEGA 編集グループの研究成果について,大村 泉 久保誠二郎 窪俊一,マルクス・エ
ンゲルス・マルクス主義研究.,第 26 号,2006 年, pp.3-15 
22. 『共産党宣言』普及史研究の到達点と課題（２）,大村泉、窪俊一、橋本直樹,経済,第 131
号,2006 年, pp.160-177 
23. 『共産党宣言』普及史研究の到達点と課題（１）,大村泉、窪俊一、橋本直樹,経済,第 130
号,2006 年, pp.101-118 
24. 新メガ第二部門第一二巻の刊行と進展するマルクス／エンゲルス研究の国際化,大村泉 久
保誠二郎 窪俊一,経済,第 129 号,2006 年, pp.134-154 
25. 『資本論』第 2 部編集原稿（1884-1885 年）の MEGA②第Ⅱ部門第 12 巻における再現に
よせて,大村泉,季刊 経済理論,第 42 巻第 4 号,2006 年, pp.20-33 
26. Kontroversen zur Datierung und Anordnung der Texte von MEGA2-Band II/4.3,Kikuji 
Tanaka/I. Omura,MEGA-Studien 2001, Akademie Verlag, Berlin, 2005, pp. 41-53 
27. Engels’ Abweichungen von Marx’ Texten im Redaktionsmanuskript zum zweiten Buch 
des Kapital und ihre Darbietung, I.Omura, MEGA-Studien, 2001, Akademie Verlag, 
2005, pp.100-109 
28. 高野岩三郎と D.リャザーノフの往復書簡（1928 年-1930 年）, 大村泉, 大原社会問題研究
所雑誌,第 559 号,2005 年, pp.16-35 
29. Der Beitrag der japanischen Wissenschaftler zur Fertigstellung der MEGA, I. Omura, 
Politik und Geschichte im Karl-Marx-Haus,Heft 2, 2005, pp..35-40 
30. 大谷禎之助さんの最新稿における私見批判･非難について,大村 泉,マルクス・エンゲルス・
マルクス主義研究.第 42 号,2004 年, pp.13-20 
31. 東北大学附属図書館所蔵マルクス/エンゲルス貴重書閲覧システムについて,久保誠二郎，窪
俊一，大村泉,木這子,第 28 巻第 2 号, 2003 年, pp.1-13 
32. エンゲルス版『資本論』第２部第２編脚注３２に対応するマルクス草稿の解読文をめぐる
MEGA 編集者間の論争について,大村 泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究,第 41
号,2003 年, pp.55-68 
33. 富塚「均衡蓄積総額」概念は「過剰蓄積」を規定できるのか？,大村泉,マルクス・エンゲル
ス・マルクス主義研究,第 40 号,2003 年, pp.33-41 
34. IT 時代のマルクス研究,大村泉，窪俊一,経済,第 92 号,2003 年, pp.113-123 
35. 日本人研究者による MEGA2 編集,大村泉， 柴田信也，大野節夫，久保誠二郎，早坂啓造，
宮川彰，守健二，八柳良次郎,研究年報経済学,第 64 巻第 4 号, 2003 年,pp.697-733 
36. 高野岩三郎と『日本マルクス主義文献』,大村泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究,
第 39 号, 2002 年, pp.35-56 
37. 新 MEGA 第 II 部刊行状況と第 4 巻第 3 分冊テクスト排列をめぐる論争,大村泉,経済,第 81
号, 2002 年, pp.40-63 
38. Von Zur Kritik der politischen Ökonomie zum Kapital. Marx’ konzeptionelle 
Überlegungen zum Kapital 1862 und 1863 bis 1865, Izumi Omura,Beiträge zur 
Marx-Engels-Forschung. Neue Folge 2001, Argument Verlag, Hamburg, 2001, pp..44-54 
39. 「中国小規模鉄鋼業起因の環境問題」 , 張興和  高橋礼二郎  大村泉 , 金属 
Vol.71,Vol.71,2001 年,pp.1135-1138 
40. 「『資本論』体系の成立―『経済学批判』から『資本論』へ―」,大村泉,マルクス・エンゲ
ルス・マルクス主義研究,第.35 号,2001 年,pp.3-51 
41. 新 MEGA の編集と知的遺産の継承,大村泉,経済,第 64 号,2001 年, pp87-95 






45. 社会史国際研究所（アムステルダム）での新 MEGA 編集,大村泉,経済,第 52 号,2000
年,pp.143-154 
46. Present states and measure for environmental pollution from ironmaking industries in 
Shanxi province in China,Izumi Omura,China-Japan International Academic 
Symposium,Environmental Problems in China Iron -Steelmaking Industries and 
Effective Technology Transfer,2000 年,pp.1-5 
47. 新メガ第 II 部『「資本論」および準備労作』未刊部分の編集をめぐって：ベルリン会議(1999
年 5 月 17～19 日),大村泉,経済,第 49 号,1999 年,pp.99-121 
48. 研究動向『資本論』成立史研究の新段階 ,大村泉 ,経済学史学会年報 ,第 36 号 ,1998
年,pp.111-120 
49. 『資本論』第 3 巻主要草稿「総過程の諸姿態」（1864-1865 年）の研究,大村泉,経済（復刊）,
第 16 号,1997 年,pp.143-159 
50. 利潤の平均利潤への転化,大村泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究,第 28，29 号,1996
年, pp.14―29 
51. 『資本論』第３部主要草稿（1864-1865 年）の平均利潤論,大村泉,研究年報経済学,第 57 巻
第 4 号,1995 年,pp.11-22 
52. Zum Abschluß der Veröffentlichung der verschiedenen Ausgaben des Kaital in der 
MEGA２: von der 3. deutschen Auflage, der "Auflage letzter Hand von Marx"(1984), zur 
3. Auflage. "die dem letzten Willen des Autors zu einem bestimmten Grad 
entspricht".,Izumi Omura,MEGA-Studien1994/2,1995, pp.56-67 
53. フレデリック・デームートの出生をめぐって,大村 泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主
義研究,第 22 号,1994 年, pp.46-76 
54. Zur Zeugenbeschreibung des Marxschen Notizbuches von 1844-1847, I.Omura/ 
T.Shibuya,Beiträge zur Marx-Engels-Forschung.Neue Folge 1994,1994, pp.208-213 
55. 剰余価値の利潤への転化，および剰余価値率の利潤率への転化, 大村 泉,『資本論体系 第
5 巻』有斐閣,1994 年, pp.9-35 
56. 剰余価値=剰余労働把握におけるマルクス経済学の独自性,大村 泉,研究年報･経済学,第.55
巻第 4 号,1994 年, pp.51-65 
57. メガ版『資本論』第１巻（メガ第 II 部第 5-10 巻）の完結によせて,大村泉,大村泉 宮川彰編
『マルクスの現代的探究』, 八朔社,1992 年,pp.160-178 
58. 蓄積率と部門構成·蓄積総額,大村 泉,研究年報･経済学,第 53巻第 3号,1992年, pp.131-145 
59. Die Widmungsexemplar des ersten Bandes des "Kapitals" in Japan,Izumi Omura, 
Beiträge zur Marx-Engels-Forschung.Neue Folge 1992,1992,pp.133-134 
60. 現代資本主義と利潤論,大村泉,八尾信光、市原健志、大村泉、加藤義忠、松田清、田口幸一、
佐中忠司著『現代資本主義と「資本論」(II)』、新日本出版社,1991 年,pp.98-155 
61. エンゲルスによる「資本論」第 1 巻編集をめぐって--MEGA 編集者との意見交換と今後の
課題,大村泉,経済と経営,第 21 巻第 4 号,1991/03/01,pp.819-845 
62. Welche Marxschen Hinweise bzw.Anweisungen benutzte Engels bei der Vorbereitung 
der drritten deutschen Auflage des ersten Bandes des "Kapitals",Izumi Omura,Beiträge 
zur Marx-Engels-Forschung. Neue Folge 1991,1991, pp.103-111 
63. 「国際マルクス/エンゲルス財団」の創設について,大村泉 宮川彰 八柳良次郎,『マルクス･
エンゲルス･マルクス主義研究』,第 10 号,1990 年, pp.1-3 





66. Zum Marxschen Verzeichnis der Veränderungen für eine amerikanische Ausgabe des 
ersten Bandes des"Kapitals":Welche Ausgabe sollen wir für die letzte von Marx' Hand 
halten? Izumi Omura, Beiträge zur Marx-Engels-Forschung, Heft 27 Berlin,1989, 
pp..216-222 
67. 現代資本主義と利潤論(2),大村泉,『経済』,第 307 号,1989 年,pp.246-261 
68. 現代資本主義と利潤論(1),大村泉,『経済』,第 305 号,1989 年,pp.162-174 
69. エンゲルスによる『資本論』第一巻編集の基本問題,大村泉,『経済』,第 302 号,1989 年, 
pp.211-227 
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89. 『資本論』第三部の端緒項目--末公表草稿「第三章 資本と利潤」(1862 年)の一部公表に寄
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Ⅲ  総説・解説記事,その他 
1. 井上明久東北大学前総長の研究不正疑惑に関する 2012 年 4 月以後の経過について,日野秀
逸、大村泉、高橋禮二郎、松井恵,「物理学者の社会的責任」サーキュラー『科学・社会・
人間（Science,Society,Humanity）』,第 124 号,2012 年,pp.127-128 
2. 井上明久東北大学総長の研究不正疑惑に関する声明,齋藤文良、矢野雅文、日野秀逸、大村
泉、高橋禮二郎、松井恵,「物理学者の社会的責任」サーキュラー『科学・社会・人間
（Science,Society,Humanity）』, 第 120 号,2012 年,pp.36-41 
3. 井上明久東北大学総長の研究不正裁判に関する争点と展望,日野秀逸、大村泉、高橋禮二郎、
松 井 恵 , 「 物 理 学 者 の 社 会 的 責 任 」 サ ー キ ュ ラ ー 『 科 学 ・ 社 会 ・ 人 間
（Science,Society,Humanity）』,第 114 号,2010 年,pp.45-54 
4. 井上明久東北大学総長の日本金属学会「論文賞」受賞論文に関するデータ捏造疑惑,日野秀
逸、大村泉、高橋禮二郎、松井恵,「物理学者の社会的責任」サーキュラー『科学・社会・
人間（Science,Society,Humanity）』,,第 113 号,2010 年,pp.62-72 
5. 井上明久東北大学総長を研究不正疑惑で日本金属学会に告発した理由と経緯,日野秀逸、大
村泉、高橋禮二郎、松井恵,「物理学者の社会的責任」サーキュラー『科学・社会・人間







8. 追悼 服部文男先生,大村泉,経済,経済,第 152 号,2008 年,pp.176 -177 
9. エンゲルスの「『資本論』第 2 巻の編集原稿」をめぐって:新メガ第Ⅱ部問題 12 巻の日本で
の編集作業を終えて（上）,大村泉，大野節夫，久保誠二郎，柴田信也，早坂啓造，宮川彰，
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明 八柳良次郎 関根猪一郎 宮川彰,経済（復刊）,経済（復刊）,第 22，23 号,1997 年 11，
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Ⅳ  書評・新聞寄稿 
◆ 書評 
1. 佐藤金三郎『マルクス遺稿物語』,赤旗,1990 年 1 月 15 日 
2. 大野節夫『マルクス経済学のパラダイム』,同志社時報,1992 年 
 
◆  新聞寄稿 
1. マルクス“1850 年 8 月”,学生新聞,1992 年 6 月 20 日,町田幸雄と共筆 
2. マルクス・エンゲルス：タブー消え研究進展,朝日新聞文化欄,1995 年 12 月 25（26）日 25
日は東京夕刊 
3. 『資本論』と新メガ 研究（1）-（6）,赤旗文化欄,2006 年 2 月 1 日、2 日、7-10 日 
 
 
Ⅴ  口頭発表 
1. Engels’ Redaktion des zweiten Bandes des Kapital,„Das Kapital“ von Karl Marx： Zur 
vollendeten Edition eines unvollendeten Projektes  IMES 、 Friedrich Ebert 
Stiftung,Friedrich Ebert Stiftung, Berlin,1/31/2013 




史学会第 75 回大会,京都大学,11/6/2011 




6. 井上明久東北大学総長の研究不正疑惑と東北大学の対応（２）― 疑惑裁判の争点と展望 
―,日本科学者会議第１８総学,KKR 仙台,11/21/2010 
7. Zum Konzept der CD-ROM=Ausgabe des Feuerbach-Kapitels der Deutschen 
Ideologie,Berlin-Brandenburgische Akademie der Wissenschaften,  Berlin BBAW, 
9/16/2010 
8. 有关历史唯物论源泉问题的新进展：Danga Vileisis 提出的问题,国際会議《德意志意识形态》
的文献学和思想研究,中国清華大学,8/8/2010 
9. The New MEGA II. Vols. 12 and 13 Edited in Japan" Special Conference on MEGA 
Project,International Conference:A New Approach of the MEGA Project and 
Reinterpretations of Marx,Chung-Ang University, Seoul,6/30/2010 




12. Japanische Übersetzungsgeschichte der Marx/Engels Werke,Internationale Konferenz 
"Marx mit MEGA neu zu lesen",Berlin,11/27/2009 
13. Marx‘ Manuskripte zum 2. Buch des „Kapitals“,Internationale Konferenz "Marx mit 
MEGA neu zu lesen",Berlin,11/28/2009 
14. 仙台における魯迅研究,魯迅学会,廈門大学,9/24/2009 
15. MEGA②第 II 部門第 12、13 巻の編集を終えて,経済理論学会関東部会ほか 4 団体共催シン
ポジウム「新 MEGA 編集の成果とデジタル編集の課題」,立教大学,3/21/2009 
16. 語録 宇野弘蔵、大塚久雄、高橋幸八郎、山田盛太郎 故服部文男東北大学名誉教授(1923
～2007)の遺稿から,経済理論学会関東部会ほか 4 団体共催シンポジウム「新 MEGA 編集の
成果とデジタル編集の課題」,立教大学,3/22/2009 
17. マルクスの「最低賃金」規定について,経済理論学会関東部会ほか 4 団体共催シンポジウム
「新 MEGA 編集の成果とデジタル編集の課題」,立教大学,3/22/2009 
18. Die Bedeutung der MEGA-Edition des zweiten Bandes des Kapitals Engels’ Redaktion 
und Druckfassung (Bände II/12, 13),Internationales Symposium: Die MEGA-Edition 







22. 電子版『ドイツ・イデオロギー』のコンセプト,社会思想史学会 2007 年度全国大会,立命館
大学,10/14/2007 
23. Entwurf der Einführung des MEGA-Bandes II/13,Deutsch-Japanisches Arbeitstreffen 
zur Marx-Engels-Edition an der Berlin-Brandenburgischen Akademie der 
Wissenschaften,BBAW, Berlin,11/24-28/2006 
24. 魯迅『藤野先生』,跨文化対話,紹興,10/17/2006 
25. 新 MEGA 第 II 部第 12 巻の概要および編集作業について,経済理論学会第 52 回全国大会,
大阪経済大学,10/23/2004 
26. デジタル Marx―東北大学付属図書館所蔵マルクス/エンゲルス貴重図書デジタル化の試み
―,経済学史学会台 68 回全国大会,北星学園大学,5/29/2004 
27. 旧 IMLM 所蔵，高野岩三郎，河上肇らと D.リャザノフとの交流記録の解明,経済学史学会,
新潟,10/1/2002 
28. ″ Wann entstand die ″ endgültige Konzeption ″ des Marxschen ″ Kapital ″ im 
Dezember 1862 oder während der Niederschrift des ″Kapital″-Manuskripts von 
1863-1865″,Marx-Gesellschaft(Berlin),Berlin,9/1/2000 
29. "Environmental Problems in Chinese Iron-Steelmaking Industries and Effective 
Technology Transfer",China-Japan International Academic Symposium,仙台,3/1/2000 
30. ″ Kontroverson zur Datierung und Anordnung der Texte von MEGA2-Band Ⅱ
/4.3″,Kapital-kolloquium,Berlin,5/1/1999 
31. エンゲルスの『資本論』第 2 部編集原稿（1883 年－1884 年）と新 MEGA 編集,経済理論学
会,札幌,10/1/1998 
32. 旧 ML 研（モスクワ）の M=E 文章,経済学史学会,東京,10/1/1994 
33. 「均衡蓄積率」と部門構成,土地制度史学会東北部会,山形,7/1/1991 
34. エンゲルスによる『資本論』第 1 巻編集の根本問題,土地制度史学会 1989 年秋期学術大会,
東北大学,10/14/1989 
35. Zum Verzeichnis der Veraenderungen des ″Kapital″,Bd.Ⅰfür eine amerikanische 
Ausgabe:Welche Ausgabe sollen wir für die letzte von Karl Marx selbst 
halten?,Internationale Konferenz: Die Entstehungs-, Entwicklungs- und 
Wirkungsgeschichte des ersten Bandes des Kapital,Berlin,10/18-20/1988 
36. 剰余価値論と工場法分析,土地制度史学会東北部会 1988 年度例会,厚生年金青森おのえ
荘,7/23/1988 
37. 剰余価値の確立と『資本論』第三部構想の再編,経済学史学会東北部会,東北大学,6/13/1987 
38. 資本一般と競争,経済理論学会第 31 回全国大会,日本福祉大学,10/1/1983 




Ⅵ  翻訳 
◆ 翻訳書 
1. 『資本論』への道,マンフレート・ミュラー,大月書店,1988 年,川鍋正敏ほかと共訳 
2. 『資本論草稿集 ９』マルクス,大月書店,1994 年,大野節夫らと共訳 
 
◆ 論文翻訳 
1. 解題：[MEGA ②II/12 の編集方針と『資本論』第 2 部エンゲルス編集原稿の特徴],MEGA ②
II/12,大村泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 53 号,2012 年,,pp.65-90 
2. MEGA 2I/5 で『ドイツ・イデオロギー』のテキストはどのように編集されるべきか,フープ
マン、ヴェックベルト、パーゲル,大村泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 48
号,2007 年,,pp.11-16 
3. 報知 マルクス/エンゲルス全集,国際マルクスエンゲルス財団.,窪 俊一 訳. 大村 泉,マルク
ス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 47 号,2006 年,,pp.47-64 
4. ひとつの妖怪の足跡を追って--文献学と哲学とのはざまにおけるマルクスの作品:ナポリ国
際会議,Marcello Musto,大村泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 47 号,2006
年, pp.65-68 
5. 「マルクス･エンゲルス全集（ MEGA ）の編集要項」 ,Redaktionskomission der 
Internationalen Marx-Engels-Stiftung,大村泉･柴田信也ほか,マルクス・エンゲルス・マル
クス主義研究 第 32 号,1998 年,,pp.1-111 
6. 現代史諸文書保管=研究ロシアセンターの文書蒐集,K. Anderson. J. Amiantov.,大村 泉,マ
ルクス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 25 号,1995 年 9 月,pp.1-8 
7. 旧 MEGA における「『資本論』および準備労作」:マルクス草稿のアルヒーフ史および編集
史によせて,ロルフ･ヘッカー,大村泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 23/24
号,1995 年,,pp.37-46 
8. 「新しい MEGA の巻〔MEGA 第Ⅱ部第 4 巻第 3 分冊〕」,ラリッサ・ミシュケーウ゛ィチ,
大村泉,マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 23/24 号,1996 年,,pp.87-95 
9. 「社会史家の宝庫としての社会史国際研究所(IISG)」,ウルスラ・バルツァーほか,大村泉,
マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 21 号,1994 年,,pp.1-15 
10. 「社会・民族問題ロシア独立研究所」,M. ゴルシュコフ,大村泉,マルクス・エンゲルス・マ
ルクス主義研究 第 20 号,1994 年,,pp.1-5 
11. 「ロシアにおける左派：危機それとも死」,アレキサンダー・チェプレンコほか,大村泉,マル
クス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 20 号,1993 年,,pp.6-14 
12. 「科学的批判に基くいっさいの意見を……歓迎する」,コルゲン・コングニッケル,大村泉,
マルクス・エンゲルス・マルクス主義研究 第 19 号,1993 年,,pp.33-51 
13. 「カロリーネ・シェーラー」,ハインリヒ・ゲムコー,大村泉・稲川直子共訳,マルクス・エン
ゲルス・マルクス主義研究 第 18 号,1993 年,,pp.61-75 
14. 「メガ事業の新たな拠点」,ハンス・ベルガ－,大村泉,大村/宮川編著『マルクスの現代的探
究』,1992 年,,pp.25-38 
15. 「『資本論』初版(1867 年－1897 年)の影響によせて」,アイケ・コップフ,大村泉,大村/宮川
編著『マルクスの現代的探究』,1992 年,,pp.154-159 
16. N.I.Sibel und das Marxsche nachwort zur 2. deutschen Auflage des 1. Bandes des 
"Kapitals", （ Tanenori Soejima) 副 島 種 典 ,IzumiOmura( 大 村 泉 ） ,Beiträge zur 
Marx.Engels:Forschung. Neue Folge 1992,1992,pp.130-132 
17. 再び『資本論』第 1 巻ドイツ語第 3 版の成立と意義に寄せて,ロルフ・へッカーほか,大村泉,
『マルクス･エンゲルス･マルクス主義研究』 第 5 号,1989 年,,pp.1-12 
18. 『資本論』第一巻ドイツ語第三版と『メガ』における再現によせて,ヘルガ･ビュース,大村
泉,『マルクス･エンゲルス･マルクス主義研究』 創刊号,1987 年,pp.3-10 
19. 『メガ』第Ⅱ部第 8 巻における『資本論』第一巻ドイツ語第三版の刊行によせて,ロルフ・
へッカーほか,大村泉,『マルクス･エンゲルス･マルクス主義研究』 創刊号,1987 年,pp.11-28 
20. 『資本論』第一巻のためのエンゲルス文章の鑑定によせて,アイケ・コップフ,大村泉,『マル
クス･エンゲルス･マルクス主義研究』 創刊号,1987 年,,pp.29-32 
 
 
Ⅶ  外部資金 
◆ 科研費 
1. 基盤研究 B,既刊新 MEGA （『資本論』関係）の出典記録、諸索引、関連書文献リストのデ
ータベース化,1995-1997,720 万円,代表（2） 
2. 出版助成,新 MEGA と<<資本論>>成立,1997,160 万円,代表（1） 
3. 出版助成,新 MEGA 第 II 部（『資本論』および準備労作）関連内外研究文献・マルクス/エ
ンゲルス著作邦訳史集成,1998,190 万円,代表（2） 
4. 基盤研究 B,,1998-2000,1100 万円,研究分担者（9） 
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